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●とぴっくす●

全国大会　あきた大会の記
徳島地域会　矢部洋二郎

　あきた大会は、心配していたコロナ感染の推移による
中止・延期に陥ることなく、無事に開催できてよかった。
連合会による、ひろしま大会のような後味の悪いドタバ
タ処理は避けたいものだという全国の会員の気持ちが通
じた結果だと思う。さらに、天気も良く、遠路だったけど、
行ってよかった大会であった。

　最近の全国大会の特徴として「交流セッションが盛ん
になっている」ことがあげられる。
　青年委員会、女性委員会、景観・街中（空き家）、福
祉まちづくり、防災まちづくり、歴史まちづくり、環境部
会、木のまちづくり、情報部会の９セッションで、普段
の単位士会での活動と絡めて、各会員が有意義な時間
を楽しむことができる。
　防災まちづくり部会長である佐藤幸好さんから指名が
あり、当日 20 分間の発表となった。平成 26 年台風 10
号による那賀川流域、特に和食町での浸水家屋への巡
回相談の体験からまとめられた「風水害等による被災住
宅復旧マニュアル」について、作成の背景と目的などを
話した。
　当マニュアルは作成された平成 29 年以来、毎年のよ
うに全国で発生している住宅の浸水被害現場で活動す
る各県建築士会に情報提供をおこない、よく利用されて
いるようだ。今年、秋田県は２度、３度と線状降水帯発
生による洪水浸水被害を受けている。残念なことだが、

毎年、多くの県で被害が
発生する最近の気 象 動
向となっている。
　当マニュアルの出番が
減り、忘れ去られるよう
な天候気象の到来を望む
のだが・・。
　さて、大会翌日の地域

交流見学会（エクスカーション）も A ～ H コースまで 8
コース用意されていたが、南北 150㎞を超える広い秋田

県では、ほんの 2、3 か所を立ち寄ることで時間が尽きた。
　「白井晟一　秋田時代を探る H コース９時間 25 分」
もあったが、時間が足りないのでパスして、男鹿半島の
夕日、秋田港ポートタワー「セリオン」、角館、田沢湖周回、
そして秋田新幹線に乗った。高徳線「うずしお」が速い
のでは・・というのは郷土愛か？　錯覚か ?　
秋田相互銀行角館支店（1976 年竣工：宮脇檀設計）
　大学で学生が好きな建築家を呼べるゼミがあり、宮
脇檀さんに来ていただいたご縁があり、設計集も持って
いる。秋田・岩手県には、その建築が点在しているのだが、
時の経過で「解体撤去になっている」と聞いていたので、
残存しているとは思っていなかった。
　有名な角館の重伝建地区の南のはずれをブラブラして
いると、かすかに記憶にある立ち姿がそこにあった。

　「仙北市商工会」の袖看板。持って行った建築ガイド
ブックでは小屋（２階）部分の格子窓状の開口部はなく、
パラペットも変形している。地上部分正面は風除室が雁
木状になっている。46 年の建築人生の痕跡が「やつれ
た風情」に感じられた。内部は土曜日で叶わず。
　当時、銀行シリーズ初の 1970 年・盛岡支店（設計集
をみてください）から 5 年、この（設計思想の）変わり
ようは！と、かなり話題になったし、ご本人も意図を書い
ている・・。
　個の建築からタウンスケープへと視点・姿勢が変化し
ていくきっかけとなった建築だったかと・・。

　田沢湖といえば辰子姫
像。
　ここから北へ約 70㎞、
十和田湖畔「乙女の像」

（高村光太郎作）がある
が、遠くて叶わず。一週
間くらいはほしい秋田の
広さだ！

　来年は「しずおか大会、10 月 26 日～ 28 日」。
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阿波まちかど2022.12

　新型コロナに対する対応も、ウィズコロナに切り替わ
り、社会生活もようやく以前の日常を取り戻しつつあり
ます。
　三好地域会においても、今年度は徐々にコロナ以前の
活動が可能になりましたので、報告させていただきます。
◆５月 21 日　地域会総会
　吉野川ハイウエイオアシスにて開催しました。残念な
がら懇親会は中止になりました。
◆６月 11 日　建築士会青年部中四国ブロック高知大会
　徳島県代表と
して当地域会の
藤川健太郎氏が
木育出前授業の
発表を行い、見
事優秀賞を頂き
ました。
◆７月１日　徳島新聞折込広告
　「建築士の日」に徳島新聞に賛助会員の一覧を折込広
告として入れさせてもらいました。
◆ 7 月 31 日　青年部主催親睦バーベキュー
　三野町健康とふれあいの森にて、みんなで肉を喰らい
ました。夏休みという事もあり、子ども達も多く参加し
てくれて賑やかなバーベキューとなりました。

◆８月 20 日　吉野川ラフティング交流会
　今年は参加者が３名と少なかったのですが、雄大な吉
野川での水遊びは、猛暑の最中に１日の涼を感じられま
した。もちろん夜の懇親会には追加メンバーも参加した
事はいうまでもありません。

◆ 10 月 25 日　建築士会本部親睦ゴルフ大会
　三好地域会からは 14 名が参加しました。
　惜しくも団体優勝は逃しましたが、来年度は美馬・三
好地域会が主催の予定ですので奮ってご参加下さい！
◆ 10 月 14 ～ 16 日　建築士会全国大会（秋田）
　三好地域会から６名が参加しました。
　秋田県は徳島県とよく似た感じの地方都市かなと思っ
ていたのですが、行ってみると文化レベルの高い事に驚
きました。バスも夜の繁華街も久しぶりでしたので、い
つもより少しテンションが高かったようですいません。
◆ 11 月８日　出前授業（左官体験）
　辻小学校の５・
６年生 18 名を対
象に、県左官組
合の協力を頂い
て、コテ絵の製
作を通じて左官
体験をしてもら
いました。普段の水彩画等の平面的な絵と違って、油絵
のような立体的な絵ですので、慣れないコテを使って一
生懸命製作してくれました。作品は辻の街並みにあるコ
ミュニティスペース「辻のいろり」にて展示予定です。
　さて、2022 年も残すところ後１カ月となり、地域会
の活動も 12 月 16 日に予定されている青年部の木育出前
授業と、忘年会を残すのみとなりました。
　何かとお騒がせな三好支部ですが中尾山地域会長を中
心にこれからも頑張って参りますので、お付き合いをよ
ろしくお願いします。

「三好地域会より」
三好地域会　松江　純夫

●地域会だより●
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　10 月 29 日、瀬戸内国際芸術祭の直島に行ってきまし
た。久々の県外への建物見学ツアー。何組もの応募を
お断りして定員 20 名で出発。こんなに応募が有るなら、
もっと大きなバスを用意すれば良かった、と後悔の念。
建築士会では有名な雨男さんも参加してましたが、お天
気は、サイコーの秋日和。朝７時、建設センター出発！
高松港に到着すると、乗り場は長蛇の列、予定通り行け
るのか？一瞬不安になりましたが、無事直島に到着。有
名な赤かぼちゃのお出迎え。直島ではランチタイム以外、
自由行動にしていたので、レンタサイクルを使う方、バ
スで巡る方あり。私は、電動のレンタサイクルでスイス
イ。出会う車が無い事に驚きと感謝。道に迷っても何だ
か楽しい時間でした。

　安藤忠雄氏の地中美術館。硝子の茶室で有名な杉本博
司ギャラリー時の回廊。三分一博志氏の直島全体の風・
水・太陽などの「動く素材」を浮き上がらせその美しさ
や大切さを再認識してもらう試みの数々。
　一部の建物は予約が必要。時代の移り変わりで、予約
方法もオンライン販売と電子チケット。お陰で混雑もな
く楽しく鑑賞できました。ひとつの事業が終われば、次
の事が気になる。。。心配性でしょうか？次は何処で感動
できるのか！より多くの方と楽しい時をご一緒できます
ように願うばかりです。
　最後に男女参画委員会とは、従来の女性部が女性だ
けでなく幅広い会員の方たちと企画運営していこう！
と。４年前、名称を新たに立ち上げた委員会です。まだ
まだ認知度が低いかも知れませんが、楽しい企画をして

いきたいと思っておりますので、よろしくお願い致しま
す。今年度の次の企画は、「魅力ある和の空間」の勉強会、
３月には「新春意見交換会」があります。
　随時ご案内させて頂きますので是非ご参加ください。

「行ってきました！直島」
男女参画委員会　濵田　知佐

●あなたが出番●
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●士会だより－会員の栄典●

徳島県知事表彰　鎌倉　和敏 様（川島地域会）
　おめでとうございました。
　今後一層の御活躍を期待しております。

●士会だより－徳島地域会●

まちの縁が輪案内
■ミニセミナー案内
　日　時：12 月 24 日㈯　15 : 00 ～ 19 : 00
　場　所：まちの縁が輪（旧森の元気）
　　　　　徳島市幸町１丁目 43 番地
　内　容：合意形成、社会変革のための社会技術
　講　師：山中英生
　　　　　（徳島大学教授）
　　　　　※セミナー後、食事会あり（会費制）
　連絡先：090-1008-2607（佐藤）
■パネル展

　「徳島大学建築サークル AUT　活動の軌跡」と「未来の縁台コ
ンテスト優秀作品」を開催中。

●士会だより－お知らせ●

伊勢海老祭りの案内
　会員の親睦を深めるため、恒例の伊勢海老祭りを開催します。
　日　時：令和５年１月 21 日㈯、22 日㈰
　場　所：ドミトリー聖ヶ丘
　　　　　（海部郡美波町木岐 927-2）
　料　金：宿泊（大人 7,500 円、子供 5,000 円）
　　　　　日帰（大人 4,500 円、子供 3,500 円）

※会員以外の参加（家族は除く）は上記金額に 500 円を加算し
ます。

※料金については参加人数等により若干変動します。
　スケジュール
　　21 日　14 : 00　現地集合（各自でお願いします）
　　　　 　15 : 00　準備
　　　　 　16 : 00　開始
　　　　 　※カップ麺、おつまみ程度の夜食も用意します。
　　22 日　10 : 00　現地解散
　連絡・申込先
　　建築士会事務局（℡ 653-7570）
　　若しくは槙野（℡ 090-8974-6900）まで
　申込締切り：令和５年１月 13 日㈮まで

●士会だより－本部●

建築士会ホームページにおける
「会員の方へ」のページ開設のご案内

　士会ホームページは昨年にリニューアルし、現在運用していると

ころですが、会員専用となる「会員の方へ」のページを設けており
ます。
　掲載内容は、「地域会名簿」「支部役員名簿」「徳島県建築ときわ会」

「建築士会まちづくりハウス」「阿波まちかどバックナンバー」「ま
ち研だよりバックナンバー」です。
　パスワードは本部又は支部事務局までお問い合わせください。（パ
スワードは会員外へ教えることはご遠慮ください。）一定期間を過
ぎますと更新する場合がありますので、その際には支部事務局へご
連絡させていただきます。

…………………………………………………………

・ウチに来ている大工さんが、妻に「ご主人は元は警察官ですか？」
と尋ねたそうだ。僕ってそんなに高圧的な喋り方をしてるの？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ノーリツ号）
・在宅編集中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ちりめん）
・某所取材中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ぺぺい）
・自宅看病中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（源子）
・現行工事中　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（酎西）
・妖精中　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ひとはたうさぎ）

公益社団法人　徳島県建築士会
〒 770-0931　徳島市富田浜 2 丁目 10 番地
　　　　　　建設センター 5F
[TEL] 088-653-7570　[FAX] 088-624-1710

発
行
所

建築士会本部行事
令和 ４ 年 12 月 令和 ５ 年 １月

12 日㈪　木造住宅耐震技術者講習会

13 日㈫　監理技術者講習

14 日㈬　建築相談

19 日㈪　木造住宅耐震技術者講習会

21 日㈬　木造住宅耐震技術者講習会

28 日㈬午後〜 1 月３日㈫　事務局休業

（建設センター）

（士会会議室）

（士会会議室）

（建設センター）

（建設センター）

  ４日㈬　事務局仕事始め

  ５日㈭　県庁新年挨拶廻り

11 日㈬　建築相談

25 日㈬　建築相談

（士会会議室）

（士会会議室）

※　木造住宅耐震相談は、平日の午後１時から午後４時まで実施しています。
※　住宅相談は第2・第 4水曜日の午後１時・２時・３時（相談時間は１時間以内）に実施しています（要予約）。

編集後記編集後記


